
ひ れ

神 聖 の 剣 と魔 法 の領 巾

一言語学と歴史学の接点一

ア レ キ サ ン ダ ー ・ヴ ォ ヴ ィ ン

ハ ワイ大学マー ノア本校

国際 日本文化研究セ ンター

は じめ に

こ の論 文 で は(1),上 代 日本 文 献 に見 られ る三 つ の言 葉 の語源 を明 らか にす るつ も

りで あ る。 いず れ も,朝 鮮 半 島 との交 流 に 関連 が あ る と思 う。 一 つ 目の言 葉 は,天
く さ な ぎ の た ち く さ な ぎ

皇 族 の三 宝 の一 つ で あ った 草那 藝 之 大 刀 の倶 娑 那伎 で あ る。 二つ 目は,日 本 書紀 歌

謡103に 現 れ る 「さひ 、」 とい う太 刀 で あ る。 そ して三 つ 目は,平 安 時 代 以前 貴族
ひ れ

の女性が着 ていた領 巾で ある。

く さ な ぎ の た ち く さ な ぎ

1.草 那藝 之 大 刀 は なぜ 「倶 娑 那伎 」 と呼 ばれ て い るの だ ろ うか 。
く さ な ぎ

先 ず,上 代 日本 文 献 に出 る 「倶 娑 那 伎 」 の話 を見 てみ よ う。

つ む か り の た ち

故切其 中尾時。御刀 之刄毀。爾 思怪 。以御刀 之前刺割而見者。在都牟刈之大刀。
く さ な ぎ の た ち

故 取 此 大刀 。 思 異 物 而 。 白上 於 天 照 大御 神 也 。 是 者 草 那藝 之 大 刀 也 【那藝 二 字 以

音 】(記 上:23ウ ・8)(2)
か

其 の 中 の 尾 を斬 り し時 に,御 刀 の 刄 毀 け き。 爾 に怪 しと思 ほ して,御 刀 の先 に刺
つ む か り の た ち

し割 き て 見 た まへ ば,都 牟刈 之 大 刀 あ りき。 故,此 の大刀 を取 りて,異 しき物 と
く さ な ぎ の た ち

思 ほして,天 照大御神 に上げたまひ き。是は草那藝之大刀 な り(那 藝の二字 は音

を以ゐ よ)

くさなぎの くさなぎの

至 尾劍 刃 少歓 。故 割 裂 其 尾 視 之 中有 一 劍 。 此所 謂 草 薙劍 也 。 草薙劍,此 云倶娑那伎能都
むらくもの

留伎。一書云,本 名天叢 雲劍。蓋大蛇所居之上,常 有雲気。故以名歟。至 日本武皇子改名日草那藝。素 戔 鳴

尊 日是 神 劍 也 。 吾 何 敢 私 以 安 乎 。 乃 上 献 於 天 神 也(紀 神 代 上:41)(3)

か

其 の尾 に 至 りて斬 り し時 に,剣 の刃 少 し敏 けた り。 故,其 の尾 を斬 り裂 きて,こ
くさなぎの くさなぎの

れ を視 た まふ に,一 劍 有 りき。 これ 所謂 る草薙 劍 な り。 草薙劍,此 れを倶娑那伎能都留伎
むらくもの いきさし

といふ.一 書 云,本 名 は天 叢 雲 劍 な り.鷺 大 蛇居 所 上 於 て 常 雲 気 有 り.故,之 に名 を付 く.日 本 武 皇 子 に至
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い か あへ

りて,「靭 囈 」として名を改めたり。素 戔 鳴 尊 曰 く,「 是れ,神 劍 な り。吾 何 に敢 て 私 に を

け らむや 」 との た まひ て,天 の神 に に奉 り給ふ 。

むらくもの

斬其尾劍 刃歓。故割裂其尾而視 之中有一劍。名天叢雲劍。蓋於大蛇所居之上常雲

気故名 焉。 素戔烏尊 日是神兵劍也。吾何敢私以安乎。乃共大々刀思 日遣五 々世孫
くさなぎのっるぎ

天之葺根神 上奉於天。其後 日本武尊征東 之時以其劍號 日草薙劍矣(先 代4:85)(4)
か

其 の 尾 を斬 りし時 に,剣 の 刃歓 け た り。 故,其 の尾 を斬 り裂 き て,こ れ を視 た ま
む らくもの けだし い きさ し

ふ に,一 劍 有 りき。 名 は,天 の 叢 雲 劍 とい ふ。 蓋,大 蛇 居 所 上於 て常 雲 気 有 り。
いか

故,之 に名 を付 く。 素 戔 烏 尊 日 く,「 是神 兵 劍 な り。 吾何 に敢 て私 に をけ らむや 」
い つ せ ふ きねの

とのたまひて,す なはち共 に大々刀 を取 りて思ひて,五 々世孫天 の葺根神 を遣は
や まとたけるのみことあづま う くさなぎのつるぎ

して,天 に奉 り給 ふ 。其 の後,日 本 武 尊:東 を征 ち た まふ 時 に,其 の劍 を草 薙劍 と

名 づ けた まひ た り。

『古事記 』には予想 され る通 り省 略 された話 しか 出て こない が,『 日本書紀』 と

『先代 旧事本紀』の話 は大部分が一致す る。此の話に よって,こ の剣 の元来 の名前
むらくもの く さなぎ

は 「叢 雲 」 で あ った けれ ども,日 本武 尊:の東 の 征 服 の 時 に 厂草 薙 」 とい う名 前 に変

わ った 。 で は,日 本 武 尊 の東 の征 服 の 時 のそ の 剣 にか か わ る話 を見 て み よ う。

爾其 國造火著其野。故知見欺而。解 開其姨倭比賣命 之所給嚢 口而見者。火 打有其

裏。於是先以其御刀苅撥草。以其火 打而打 出火。著 向火而燒退(記 中:41オ ・6

一 ウ ・1)

爾 に其 の國の造,火 を其の野 に著 けき。故,欺 か えぬ と知 しらして,其 の姨倭比

賣 の命 の給ひ し嚢の 口を解 き開 けて見たまへ ば,火 打其の裏 に有 りき。是に先づ

其 の御刀 以ちて草 を苅 り撥ひ,其 の火 打以 ちて火 を打 ち出でて,向 火 を著けて燒

き退 けて。

放 火 燒 其 野 。 王 知 被 欺 。 則 以 燧 出火 之 。 向 燒 而 得 免 。 【一云,王 所佩劒薬雲抽之,薙 攘王之

傍草。因是,得 免。故號其劒日草薙i也。薬雲,此 云 「茂羅玖毛」】(紀7:215)

つ く み こ むかひびをつひ

其 の野 に放 火 燒 。 王,欺 かれ ぬ と知 う しめ して,則 ち燧 以 ちて火 を 出 して,向 燒
まぬか はら

け て 免 る る こ と得 た ま ふ 。(一 云,王 の佩せる劒,薬 雲,抽 けて,王 の傍の草を薙ぎ攘ふ。是に因り
な

て,免 る る こ と得 た ま ふ。 故,其Q劒 を號 づ けて 草 薙 と日ふ 也 。 薬 雲,此 を 「茂 羅 玖 毛 」 といふ)

『日本 書 紀 』 の2番 目の 話 に よる と,日 本 武 尊 が この剣 で草 を刈 っ た 事 か ら,こ

の剣 を 「草 薙 」 と名 づ けた 。 この伝 統 的 な語源 は 国語 学 の定 説 に な っ た が,こ の 説
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には矛盾 する所 が多 くあ ると思 う。
むらくもの

先 ず,こ の 剣 の元 来 の名 前 で あ る 「叢 雲 」(ま た は 「薬 雲 」)は,『 日本 書 紀 』 に

お け る初 め て の音 韻 表記 で は 「茂 羅 玖 毛 」 と して 出 て い る。 時 代別 国語 大 辞 典 に よ

る と,『 日本 書 紀』 の 中 の 「茂 」 とい う字 は/mo/と も/mu/と も読 め るが(5),『 日本 書

紀 』以外 の音 韻 表 記 の 「茂 」は い つ も/mo/で あ る し,『 日本 書紀 』 に もそ の 言 葉 以外

の/mu/と して の使 用 の 例 が全 くない(6)。だ か ら,「茂 羅 玖 毛 」は/murakum6/で は な く ,
むらくもの むらくもの

/morakum6/で あ るの で,「 叢 雲 」 と して 説 明す るの は難 しい と言 え る。 「叢 雲 」 の名

前 につ い て は,多 分 民 間語 源 に過 ぎな い と思 われ るが,細 か い討 論 は この 短 い論 文

で は で き ない ので,遠 慮 して お く。

そ して,『 古事 記 』 は 『日本 書 紀 』 と比 べ る と,省 略 され た 作 品 で あ る か ら,『 日

本 書 紀 』 が紹 介 す る一 つ の事 件 に 関 わ る二 つ の異 な る物語 が 『古 事 記 』 で 一つ に合

わせ られ た こ とは驚 くべ き事 で は な い と思 う。 とす る と,倭 武 が危 険 を逃 れ る物 語

は基 本 的 に二 つ の異 な る話 と言 っ て も よい だ ろ う。 一 つ の話 で は,倭 武 は迎 え火 を

使 っ て,命 が 助 か っ た。 も う一 つ の話 で は,剣 で 草 を刈 っ た事 で,命 が助 か っ た。

しか し,こ の2番 目の話 は信 じが た い と思 う。

① 先 ず,剣 は 草刈 道 具 と して は使 い づ らい。

② 草 を刈 って も,迎 え火 無 しで は,命 は助 か らな い。

そ して,『 記 紀 』 と 『先 代 旧事 本 紀 』 に 出 てい る 「草 薙 」 と 「草 那藝 」 は 実 際 「草

を薙 ぐ」 に 関係 が な く,そ の剣 の名 前 の本 当の 意 味 が忘 れ られ て しま っ た後 の 民 間

語 源 の試 み に過 ぎ ない。 この 民 間語 源 を考 慮 に入れ な けれ ば,そ の剣 の名 前 の本 当

の 意 味 を理 解 す るた めの さま ざま な文 献 的,歴 史 的,そ して 言語 学 的 な手 が か りが

あ る と思 う。

(1)先 ず,こ の剣 は 「異物 」(記),「 神 劍 」(紀),「 神 兵劍 」(先 代)と 呼 ばれ て い

る。 これ は,明 らか に 「不思 議 な剣 」 とい う意 味 で は な く,「 神 聖 な剣 」 とい う

意 味 で あ る。 大 蛇 の尻 尾 か ら出 てい る剣 は 「神 聖 な剣 」 と呼 ばれ て も間違 い な

い だ ろ う。

(2)『 日本 書 紀 』に記 録 され た 物 語 の 一 種 に よる と,素 戔 鳴尊:は新 羅 か ら出雲 の 国

に来 られ た事 にな っ て い る(紀 神 代 上:44-45)。

(3)「 倶 娑 那伎 」 の語源 は 「草薙 」 で あ る とい う説 を採 用 せ ず,「 神 聖 な剣 」 とす

る と,日 本 語 で はkusanai」gt(倶 娑 那伎)と い う言 葉 を 「神 聖 な剣 」 と して説

明す る事 はで きな い。

上 の三 っ の 手 が か りを考 え合 わせ る と,kusanaUgtと い う言 葉 は や は り新 羅 語 の

語 源 を持 っ て い るの で は な いか と思 うよ うに な る。

中世 朝 鮮 語 に は ・昊/kUs/「 シ ャマ ニ ズ ム儀 式,魔 法 」 とい う言 葉 が あ る。朝 鮮 祖
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語 には名 詞 の 語 幹 の 典 型 的 な構 造 で あ っ た*CVCVと い う構 造 が 中世 朝 鮮 語 に は省

略 され,い つ もCVCま た はCCVに な る。 そ して,中 世 朝 鮮 語 の ・夭/k皛/「 シ ャ

マ ニ ズ ム儀 式,魔 法 」 は祖 形 が*kusVで あっ た事 を簡 単 に再構 で き る。2番 目の音

節 の母 音 は*aで あ っ た可 能 性 は,朝 鮮 語 の内 的 再構 での 証 拠 が な い が,否 定 もで き

ない。 今 の所,こ れ は人 間の 知識 の 限界 で あ る。

そ して,中 世 朝 鮮 語 に は,nnrhr刃 」 とい う言 葉 が あ る。 先 に 言 及 した朝 鮮 祖 語

*CVCVと い う構 造 の よ うに ,朝 鮮 祖語*CVCCVの 構 造 は 中世 朝鮮 語 で は省 略 され

て,い つ もCVCCま た はCCCVに な る。 ま た,中 世 朝鮮 語 の/h/は 朝 鮮祖 語*kに 遡

る。従 っ て,中 世 朝鮮 語 の/nnrh「 刃 」は祖 形 が*nArkVで あ った の を簡 単 に再 構 で き

る。上 代 日本 語 以 前 には*rkと い う子 音 群 が 不 可能 で あ った の で,外 国語 の/rk/は*nk

と して借 用 され,そ の*nkは 上 代 日本 語 の 時代 に は も う/ng/に 変 わ っ て しま った 。

中世 朝 鮮 語 に は*k皛一,nnrh「 魔 法 の剣,神 聖 な剣 」 と』い う表 現 は現 れ な い が,忘 れ

て い け ない の は,中 世 朝鮮 語 の文 献 は15世 紀 の 物 が 多 く,そ の時 期 は 飛 鳥 と奈 良時

代 とは大 分 離 れ てい る し,李 朝 の国 立儒 教 思想 の影 響 で 仏教 も,言 うま で もな く,

シ ャ マ ニ ズ ム教 も,非 常 に圧 迫 され て い た。

従 っ て,上 代 日本 語 の ん〃3αη〆gf(倶 娑 那 伎)が 古 代 朝 鮮 語 の*kusa-narki「 魔 法 の

刃,神 聖 な刃 」 に 由来 す る可能 性 は非 常 に高 い と思 う。

2.差 比/sapa/は 一体 どん な 物 だ ったの だ ろ うか 。

差 比 とい う言葉 は蘇 我 を誉 め る推 古 天 皇 の 御 歌 に 出 てい る。 音仮 名 で書 い た 例 は

そ れ 以 外 に な い。

摩蘇餓 豫 蘇餓 能古羅破 宇摩奈羅麼 譬武伽能 古摩 多智 奈羅麼 勾礼 能摩

差比 宇倍之訶茂 蘇餓能古羅烏 於朋枳瀰能 菟伽破須羅志枳(紀 歌謡103)

まそ 、が よ2そ 、が の2こ 、らは うまな らば ひ 、む かの2こ 、ま たちな らば

くれ の2ま さひ1う べ2し かも そ 、がの2こ 、らを おほき 、み 、の2つ かはす

らしき1

眞蘇我 よ 蘇 我 の子 らは 馬な らば 日向の駒 太 刀 な らば くれ の眞 さひ1

うべ しか も 蘇我 の子 らを 大君の 使はす らしき

この 歌 の 「馬 な らば 日向の 駒 太 刀 な らば くれ の 眞 さひ1」 とい う文 脈 を見

れ ば,馬 ～ 駒,太 刀 ～ 眞 さ ひ1の 平 行 性 に よ って,眞 さひ は 駒 が 馬 の 種 類 で あ る よ

うに,太 刀 の種 類 で な い とい け ない 。 「眞 」 は接 頭 語 で あ る の で,「 さひ 、」 は明 ら

か に語 幹 で あ る。 問 題 な の は,「 さひ 、」 は どん な太 刀 で あ っ た か とい う事 で あ る。



ひ れ

神聖の剣 と魔法の領布459

先 ず,こ の 歌 に 出 て い る 「くれ の眞 さひ 、」 は 「くれ 」 とい う とこ ろか ら も分 か

る よ うに,確 か に輸 入 され た太刀 の種 類 で あ っ た。「くれ 」は通 常 中国 の呉 の地域 ま

た は 中 国 の全 国 を指 して い る と信 じ られ て い るが(7),馬 渕 和 夫 先 生 が 指 摘 な さっ た

よ うに,「 くれ 」 は元 来 中 国 の呉(中 世 中国語*ηの に は音 韻 的 に も歴 史 的 に も関係

が な く,実 際朝 鮮 半 島 の北 と満 州 の南 を支 配 した 「句麗 」/kurye/(ま た は高 句麗(8),

上代 日本 語k6ma)を 指 して い る(9)。「くれ の 眞 さひ 、」が 句麗 の 眞 さひ 、だ とすれ ば,

「さひ 、」が高 句 麗 の言 葉 で あ る と考 え るの は 当然 で あ る。しか し,残 念 な が ら,『三

国史 記 』 な どに残 っ てい る高句 麗 語 の資 料 の 中に この言葉 は保 存 され て い な い。 と

は言 え,言 語 学 的 な 立場 か ら見 る と,「 さひ 、」 が元 来 純粋 な 日本 語 の言葉 だ とす る

と,そ の 日琉 諸 言語 中 の分 布 状 況 は普 通 とは言 えな い。 「さひ 、」 は上 代東 日本 語 に

も中古 日本 語 に も琉 球 語 に も出 てお らず,上 代 中央 日本語 に しか現 れ な い。 この 事

は,「 さひ 、」 が借 用 語 で あ る可 能性 が 非 常 に 高 い事 を示 してい る。 「さひ 、」が借 用

語 と考 え る と,そ の語源 と正 確 な形 を見極 め るた め には,日 本 語 の周 辺 に あ る言語

を見 な けれ ば な らない。 そ うす る前 には,上 代 日本 に存 在 した 剣 の 種類 と名 前 に つ

い て 簡 単 に言 及 した い と思 う。

上 代 日本 に は剣 の 基本 的 な種類 が 二 つ あ っ た。1種 は 跏瀏〃g∫(劍,都 留伎,都

流藝)で,も う1種 はkatana(刀,小 刀,加 太 奈)だ った。'〃7〆9∫ は 両刃 の ま っす

ぐな剣 で,ん α跏 αは 片 刃 の 曲が っ て い る剣 で あ る。 時 々勧 αηαは 短剣 と小刀 の 両方

を指 してい る。んα纏 αは後 期 古代 朝 鮮 語 の借 用 語 で,語 源 は明 らか で あ る。 そ して

katonaは 古 代 朝鮮 語 の*xAtAη ～・xAtAn(一 等,河 屯)「 一 」 と*nArhr刃 」 の合 成 語 で

あ る(10)。tzarungl"の語 源 は 明 らかで は な い。日本 書 紀 歌謡103に 出 て く るtati(大 刀,

平安 時代 以 後 「太 刀 」)は基 本 的 に長剣 で あ っ た。平安 時代 以 前 のtatiは す べ て 跏r〃〃gf
かぶっちの た ち か ん と う

の種 類 で あ っ た。tatiに も2種 あ り,1種 は頭椎 大刀(上 の挿絵)で,も う1種 は環 頭
た ち

大 刀(下 の 挿絵)で あ る(図1)。 環 頭 大刀 は 「こま つ る ぎ」(高 麗 劍,狛 劍)と も

言 われ て い る。

図1頭 椎 大 刀 と環 頭 大 刀(室 伏信助等1979『 有 職故実 日本の古典』東京:角 川書店よ り)
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上 代 日本 語 「さひ 、」(差 比)は 通 常 二っ の意 味 を持 っ て い る と言 われ て い る。 一

つ は 太刀 の 種類 で,も う一つ は鋤 で あ る(11)。『時 代別 国語 大 辞 典 』(上 代 編)に 指 摘

され て い る よ うに,「 太 刀 」 と 「鋤 」に 関連 が あ った か ど うか分 か らな い が,少 な く

とも,両 方 が 上 代 日本 語 で は 同音 語 だ っ た の は明 らか で あ る。 次 の 日本 書 紀 の文 章

を見 る と,こ の事 は 明 白で あ る。

か ら さひ

素戔鳴尊:乃以蚫韓鋤 之劍斬頭斬腹
からさひ

素戔鳴 の尊 は蚫の韓鋤 の劍 で[八 俣大蛇]の 頭 と腹 を切 った(紀 神 代上:44)

さひ

韓 鋤 之劍 「韓 国 の剣 」 は こ こで 「さひ 、」 の 訓仮 名 と して使 っ た 「鋤 」 を含 め て

い る。

現代 朝 鮮 語 に は 智/sap/「 鋤 」 とい う言 葉 が あ り,こ れ はお そ ら く中世 朝 鮮 語 の

・詣/sarp/「 鋤 」 の短 縮 で あ る と思 われ るが ,中 世 中国 語 の鐇*sap「 鋤 」の 借 用 語

で あ る可能 性 も完 全 に否 定 で き な い。 上 代 日本 語 の 「太 刀 」 と 「鋤 」 とに 関連 が あ

る とす る と,現 代 朝鮮 語 甘/sap/「 鋤 」 と中世 朝鮮 語 ・錯/sarp/「 鋤 」 に は 「太刀 」

とい う意 味 が 現 れ て い ない 。この意 味 欠 落 を無 視 す る と して も言 語 学 的 問 題 が 残 る。

も し高 句 麗 語 の 原形 が*sarpiだ った とす る と,そ れ は上 代 日本語 に は 「さひ 、」 と し

て で な く,「 さび 、」(*sarpi>*sanpi>sambi)と して 借 用 され る と考 え るの が普 通 で あ

る と思 わ れ る。 上 に示 した よ うに,上 代 朝 鮮 語 の*nArkiは 上代 日本 語 に 「な ぎ 、」

(*n^rGi>*napGi>naogi)と して入 っ た。 つ ま り,外 国語 の*rCVの 連 続 は 上代 日本 語

に は/nc[.。。ice]V/として借 用 され て い た の で あ る。 そ して,一 見 して,上 代 日本 語 の

「さひ 、」 と中世 朝鮮 語 の ・詣/sarp/「 鋤 」 との直 接 の関 連 は信 憑 性 が 低 い よ うで あ

るが,次 に も う一 度 この 問題 を詳 し く見 て い き た い と思 う。

中 国語 「鈑 」/sd/(中 世 中 国語sap)は 西 漢 時 代 の 書籍 で あ る 『急 就 篇 』 の 武器 の

リス トに 見 え るが,正 確 な意 味 は説 明 され て い な い。 顔 師古(581-645紀 元 後)の

『急就 篇 』 の 注釈 に は 中世 中国語 の鈑/sap/は 「短 い槍 」と して 説 明 され て い る。 中
ほ こ

世 中国語 の鈑/躍 ρ/は 『晋 書 』(5世 紀 後 期)に も 「戟 」 と して 説 明 され て い る。 ま

た,同 じ中世 中国語 の鈑/∫ ρρ/は晋 朝 の陸 云 の書 籍 で あ る 『答 車茂 安 書 』に は な ん と

農 具 の名 前 と して初 めて 記 録 され て い る(12)。

そ れ で は,「 太 刀 」,「鋤 」,「 短 い槍 」 と 「戟 」 の 共 通 点 は何 だ ろ うか 。 こ の道 具

のい ず れ も刃 を持 っ て い る。上代 日本 語 の 「さひ 、」の語 源 の第 一 の可 能性 と して,

中世 中国 語 の 鈑/即 ρ/に由来 して,高 句麗 語 を経 由 して 上代 日本 語 に入 った とい うこ

とで あ る。 しか し,こ の語 源 に は問題 が な い とはい えな い。 先 ず,中 世 中国 語 に は
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「太 刀 」 とい う意 味 は全 然 現 れ て い な い ので あ る。 それ か ら,上 代 日本 語 の 「さひ

、」 が 中世 中 国語 に 由来 した とす る と,第2の 音 節 の/一i/は説 明 しづ らくな る。 上代

日本 語 に は勿 論 音節 末 に子 音 は な く,音 節 末 の子 音 が あ る言 葉 を借 用 す る時 に反 響

母 音 を加 え る傾 向 が あ った の は 間違 い ない の で あ るが,中 世 中国語 の鈑/sap/の 場合,

この反 響 母 音 は/i/で はな く,/u/で あ る。/i/が あ りえ ない とは言 え ない が,/u/の 方 が

よ り 自然 だ と思 う。

も う一 つ の可 能性 を考 えて お こ う。ヨー ロ ッパ 諸 言語 に は上 代 日本 語 の んα珈 αに

非 常 に似 て い る武 器 が あ る。例 え ば,英 語sabre,フ ラ ンス語sabre(中 世 フ ラ ン ス

語sable),ド イ ツ語Sabel(ド イ ツ語 方言Sabe1),ポ ー ラ ン ド語szabla,ロ シア語ca6朋,

ハ ン ガ リー 語szablya ,オ ラ ンダ語sable,等 で あ る。 ヨー ロ ッパ 人 が 最初 に この武

器 を見 た の は9世 紀 のハ ンガ リー族 の侵 入 の 時,ま た は6世 紀 の ア ワル族 の侵 入 の

時 で あ っ た。 いず れ に して も,片 刃 で 曲が って い る剣 の よ うな ヨー ロ ッパ のsabre

の 由来 はア ジア に遡 る。 ヨー ロ ッパ 諸 言 語 にあ るsabreな どの語 源 を細 か く研 究 な

さったStachowski先 生 の御 意 見 で は,こ の言 葉 は ツ ン グー ス語 のseleme「 刀 」 に遡

る(13)。ツ ン グー ス語 のseleme「 刀 」 の語 源 は(<*sele「 鉄 」+一me派 生 名 詞接 尾 語)

明 らか で あ るが,ヨ ー ロ ッパ 諸 言語 に は1-mの 連続 の代 わ りにb-1ま た はb-rの 連 続

が 出 るの は 大 問題 で あ る。 も し高 句 麗 語 の原 形 が*sableま た は*sabreで あ った とす

れ ば,上 代 日本 語 の 「さひ 、」 も ヨーuッ パ諸 言 語 のsable～sabreも 非 常 に説 明 しや

す く な る。 上 代 日本 語 以前 語(pre-OldJapanese)の*eは 上 代 日本 語 の/i/に 繰 り上 げ

られ,上 代 日本 語 に は/p/と/mb/し か な か った の で,外 国語 の/b/は/p/と して 借 用 され

た の は 当然 で あ る。 勿論,高 句 麗 語 の*sableま た は*sabreが 直 接 ヨー ロ ッパ 諸 言語

に入 るの は 不 可能 で あ るが,お そ らくい ず れ か の 中央 ア ジ ア の言 語 を経 由 して借 用

され た と考 え られ る。

そ して,中 世 朝鮮 語 の ・討/sarp/「 鋤 」 に も う一 度 戻 ろ う。 上 に 引用 した 紀神 代
か らさひ

上:44の 「韓 鋤 之劍 」 を見 れ ば,古 代 朝 鮮 語 に も中世 朝鮮 語 の ・詣/sarp/の 原 形 の

意 味 は 「鋤 」だ けで は な く,「 剣 」で あ るか も しれ ない。 中世 朝 鮮 語 に も現 代 朝鮮 語

に も/pr/と い う子 音 群 は な い ので,古 代 朝 鮮 語 の*prの 子 音連 続 が 音位 転 換 で 中世朝

鮮 語 の/rp/に 変 わ った 可 能性 は高 い と思 う。 そ して,「 剣 」 とい う意 味が 中世 朝鮮 語

に至 るま で 完全 に消 えて しま っ た と考 え る事 も可 能 で あ る。
かたな

私 の仮 説 は,上 代 日本 語 の 「さひ 、」[sapi]が 実 際 に剣 で は な く,刀 で あ る し,

高 句麗 語 の*sabreま た は*sableに 遡 る。

私 の仮 説 が 正 しけれ ば,ユ ー ラ シア の騎馬 戦 争 の 状 態 を大 改 革 した鐙 だ けで な く
かたな

刀 も高句麗 で発 明 された ことになる。
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3.領 巾(比 礼,比 例,比 列,必 例,必 礼,礼 巾)/pire/「 魔 法 の ス カ ー フ 」 の 由 来

ひ れ

平安 時代以前 の貴族 の女性 が着 ていた衣服 の大切 な部分 であった領 巾は超 自然

な能力 を持 っていた と信 じられ ていた。 王維坤先生が指摘 された よ うに,物 体 とし
ひ れ

て の領 巾の 由来 は 中国 の 貴族 の女 性 が 着 て いた 衣 服 の 大切 な部 分 で あ っ た 「披 帛」

に遡 るか も しれ ない。 しか し,「 披 帛」が超 自然 な 能 力 を持 って い た とい う信 仰 は あ

った か ど うか分 か らな い。 図2は 唐 時 代 の永 泰 公 主 墓(706AD)の 壁 画 に 「披 帛」

を着 て い る貴族 の女性 を描 い て い る。
ひ れ

図3は 平安時代 の女性 の姿を描 いてい るが,こ れ を見 ると,領 巾は長 い布で背中

か ら肩関節 の下をふんわ りと覆 うよ うに身に付 け られているのが分かる。

ひ れ

図3貴 族 女 性 の領 巾

(室 伏信助ほか編1979

『有職故実 日本の古典』

東京:角 川書店よ り)

前 項 の 「さ ひ1」 に 比 べ る と,

図2唐 永泰公主墓壁画の

貴族女性の 「披帛」

(インターネット)

釵子 ・比礼 瞬二中行事絵 巻」よ り
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ひ れ

領 巾 は上 代 日本文 献 に頻 繁 に 現れ る し,そ の意 味 も明 らか で どん な謎 もな い。 た と

え ば,『 万葉 集 』 に出 て くる,次 の 二 つ の例 を紹 介 しよ う。

麻 都 良 我 多 佐 欲 比 賣 能 故 何 比 列 布 利 斯 夜 麻 能 名 乃尾 夜 伎 々 都 々遠 良武

(万5.868)(14)

まつ らが た さよ2ひ1め1の2こ1が ひ1れ ふ り し や ま の2な の2み2や

き1き 、つ つ を らむ ・

松 浦 縣 佐 用 姫 の児 が 領 巾振 り し 山 の名 のみ や 聞 きつ つ 居 らむ

山上 臣憶 良 著,731年 。

大伴佐提 比古郎子特被 朝命奉使藩國。艤棹言歸稍赴蒼波。妾也松浦[佐 用嬪面]

嗟此別易 歎彼會難即登高山之嶺遥望離去之船悵然断肝黯然銷魂遂脱領 巾麾 之。傍

者莫不流涕。 因号此 山日領 巾麾之嶺也。 乃作歌 日。
さ で ひ こ い らつこ ひ と かがふ うけたま ふなおそひ ゆ

大伴佐提 比古郎子,特 り朝命 を被 り,使 ひ を藩国 に 奉 は る。艤棹 して言 に帰 き,
ややく をみな なげ

稍 に蒼 波 に赴 く。 妾 松 浦[佐 用姫],こ の別 れ の 易 き こ とを嗟 き,そ の 会 ひ の難
ちやうぜん

き こ とを 嘆 く。 即 ち高 き 山 の嶺 に登 り,遙 か に離 り去 く船 を望 み,悵 然 に肝 を断
あ ん け ふ

ち,黯 然 に魂 を銷 す。 遂 に領 巾 を脱 きて麾 る。 傍 の 者,涕 を流 さず とい ふ こ とな
ふ り

し。 因 りて こ の 山 を号 け て,領 巾麾 嶺 と日ふ 。 乃 ち歌 を作 りて 曰 く

得 保 都 必 等 麻 通 良佐 用 比 米 都 麻 胡 非 尓 比 例 布 利 之 用 利 於 返 流 夜 麻 能奈

(万5.871)

と2ほ つ ひ 、と2ま つ ら さよ 、ひ 、め 、 つ ま ご 、ひ2に ひ1れ ふ り しよ 、り

お へ1る や ま の2な

遠 つ 人 松 浦 佐 用姫 夫 恋 に 領 巾 振 りしよ り 負 へ る山 の名

大伴 宿 禰 旅 人 著(?),731年 。

「ひ 、れ 」が 出 て く る 『万 葉 集 』 の 歌 は 万2 .210,万2.213,万3.285,万5.

868,万5.871,万5.872,万5.873,万5.874,万5.883,万7.1243,万

8.1520,万9.1694,万10.2041,万ll.2822,万11.2823,万13.3243,万

13.3314で あ る。 全 部 で17回 で あ る 。 こ の 内,約3分 の1の 例 は 『万 葉 集 』 の 第

5巻(5回)に 出 て い る。

こ こ で 注 意 す べ き こ と は 二 つ あ る 。 先 ず,後 期 の 万 葉 集 の 歌 に は 「ひ 、れ 」 は 全

く現 れ な い と い う事 。 も う一 つ は,『 万 葉 集 』 の 第5巻 で 「ひ 、れ 」 を 振 っ た 佐 用 姫

を テ ー マ に す る 歌 は 万5.868一 万5.875で あ る が,こ の 共 通 の テ ー マ を 提 供 し た

最 初 の 歌 は 山 上 臣 憶 良 の 作 で あ る 万5.868で あ る 。 山 上 臣 憶 良 と い え ば,彼 の 大
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陸 との 関連 は 良 く知 られ て い る。山上 臣憶 良 自身 は帰 化 人 で は な い と考 え られ るが,

名 前 の 「憶 良 」 が 示 す よ うに,少 な く と も帰 化 人 の 家族 の 出身 で あ るの は殆 ど間違

い な い と思 う。

「ひ1れ 」の大陸由来の歴史的,文 献的な証拠

飛鳥 と奈 良時代 には 「ひ1れ 」 は どのよ うな材料で作 られたか とい う情報はない
は く し レく

が,平 安 時代 には絹 の薄織,ま た はあや 織 りの布 で作 られて いた事が分か ってい
は く し ょ く

る(15)。材 料 の 絹 の 薄 織 は,「 ひ1れ 」 の 大 陸 の 由来 を暗 示 して い るの か も しれ ない 。

「ひ1れ 」 の 韓 国 の 由来

あめ ひ ほ こ あ め ひ ほ こ

『古 事 記 』 に記 録 され た天 の 日矛 の話 に よ る と,天 の 日矛 は 「ひ1れ 」 を新 羅 か

ら 日本 に持 って きた。

又 昔 有 新 羅 國 主 之 子。 名 謂 天 之 日矛 。 是 人 參 渡 來也 。 。。。 故 其天 之 日矛 持 渡

來 物 者 。 玉 津 寶 云。 珠 二 貫。 又振 浪 比 禮。 比禮二字以音效此。切 浪 比 禮。 振 風 比禮 。

切 風 比 禮 。又 奥津 鏡 。邊津 鏡 。并 八 種也 。此 者 伊 豆志 之 人 前 大 祚也(記 中:66オ,

67ウ ー68オ)
あ め ひ ほこ

又,昔 新 羅 の 國 の 主 の子 有 りき。 名 は天 の 日矛 と謂 ひ き。 是 の 人 は渡 り參 り來 た

る こ と也 。 。。。 故,其 の 天 之 日矛 が持 ち渡 り來 た る物 は 玉 つ 寶 といひ て,珠

の二 貫,又,浪 を振 る比 禮,比 禮の二字を音以ちて此れを僉む 風 を振 る比 禮,浪 を切 る比禮,

風 を切 る 比禮,又,奥 つ 鏡,邊 つ 鏡,并 せ て 八種 也 。 此 は伊 豆 志 の 人 前 大 神也 。

新羅の貴族の女性衣服の復元

新羅 の貴族 の女性 の復元衣服 を見 る と

れ」が付 け られていた。(図4)

下 の挿 絵 の よ うに,そ の 衣服 に も 「ひ 、

図4新 羅 の 貴 族 女 性 の 復 元 衣 服

(イ ン タ ー ネ ッ トの

http://www/lifeinkorea.com/culture/

cclothes/cclothes.cfmよ り)

失 敗 に 終 わ った 大 和 の任 那へ の 遠 征(562年,欽 明23年)と つ な が って い る歌
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い き な

新羅軍の将軍に殺 されて しまった大 和の将軍の伊企儺 の妻 であった於譜磨故 は捕

虜に され た時,次 の歌を歌 った。

柯 羅倶爾能 基能陪濔 陀致底 於譜 磨故幡 比例甫ロ羅須母 耶魔等陛武岐底

(紀歌謡100)

か らくにの2き2の2へ2に た ちて お ほばこ 、は ひ 、れふ らす も2や ま と2

へ1む き1て

韓国の 城 の上 に立ちて 大葉子 は ひれ振 らす も 大和へ 向きて

こ こで注 目 して お き た い の は,上 に 引用 した 万5.868と 万5.871と 同 じ よ う

に,「 ひ 、れ 」 を振 った 場 所 は いつ も山 ま た は城 の よ うな高 い 所 で あ っ た。

高 句麗 と新 羅 の 城,そ して 県の 名 前 に現 れ る古代 朝 鮮 語 「比列 」*pirayt

高句 麗:比 列 忽(史 記XXXVII:5ウ)(16)は 漢 文 で 「浅城 郡 」 と して 注解 して い

る。

新 羅:比 列 城(史 記III:10ウ),比 列 州(史 記XXXV:9ウ),比 列 忽(史 記H:

13ウ,VI:11ウ,VII:19オ,XXXII:2ウ,XXXV:9ウ)。 漢 文 の 注解 は付 い て

い な い。

新 羅 の 「比 列 城 」 とは高 句麗 の城 の よ うに 「浅 い 城 」 で あ ろ うか,そ れ とも 「領

巾の城 」 だ ろ うか。 領 巾を振 るの は儀i式 上,大 切 な こ とで あ っ た ので,後 者 の可 能

性 も考 慮 に入 れ るべ き だ と思 う。

「ひ1れ 」 が 大 陸 由 来 で あ る事 の 言 語 学 的 な証 拠

上代 日本 語 で 「れ 」 で終 わ る不 派 生 な名 詞 は ほ とん ど見 られ ない 。 そ の例 外 は あ

れ 「村 」(万 葉 仮 名 の音 韻 表記 が な く,中 古 の仮名 表 記 しか ない 。),く れ 「黒木 」,

くれ 「塊 」,し ぐれ 「時 雨 」,う れ 「末 」,あ られ 「霰 」,す み 、れ 「菫 」,ま れ 「稀 」,

そ れ とひ 、れ 「領 巾」 だ け で あ る。

「れ 」 で 終 わ る 古 代 朝 鮮 語 か ら の 借 用 語

上 代 日本 語mine「 山 」 〈 百 済 語 〃aune(ム レ)〉(紀9:262),(紀19:92),mura,

mora(ム ラ,モ ラ)(紀15:412)「 山 」,中 世 朝 鮮 語R・ 呈 吻∂16(龍 歌IV:21ウ),

囘:moy「 山 」 参 照 。

上 代 日本 語kure「 高 句 麗 」(17)。

借 用 語 で は な い が,「 れ 」 で 終 わ る 百 済 語pare(ナ レ)(紀17:28),(那 禮)(紀
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9:247)「 川 」 も 参 照 。

日琉 諸 言 語 の 「ひ1れ 」の 分 布

「ひ 、れ 」 は 上 代 日本 中 央語 と中古 語 に しか現 れ な い。 も しこ の言 葉 が 純 粋 な 日

琉 諸 言 語 の 言 葉 で あ った とす る と,8世 紀 の倭 文 化 に比 べ て も非 常 に古 風 な琉 球 の

「お も ろ さ うし」 の 時代 の文 化 に残 って い る だ ろ うと考 え て 間違 い な い と思 う。 し

か し,「 ひ 、れ 」 の分 布 がか な り限 られ て い るの で,借 用語 で あ る可 能 性 が 高 い と思

う。

「領 巾」 の語 源 と 日韓 古 代交 流

ま た,上 代 日本 語 の 超 自然 能力 を持 っ て い る 「ひ 、れ 」 が朝 鮮 半 島 か ら輸 入 され

た こ とは 間違 い ない と思 うが,「 ひ 、れ 」 の語 源 は 明 らか で は ない 。 こ こで,上 に挙

げ た 古代 朝 鮮 半 島 の地名 に 出 る 「比 列 」 を も う一 度 考 え直 そ う。 前 に も説 明 した よ

うに,新 羅:の 「比列 」は高 句 麗語 の 比列 の よ うに,「 浅 い 」で あ る可能 性 も あ り,「 領

巾」 に も 関係 が あ る可 能性 が あ る。 そ して,そ れ らの二 つ を合 わせ る可 能性 もあ る

と思 う。 「領 巾」 は勿 論 「平 た い 」物 で あ る。 「浅 い」 と 「平 た い」 との違 い は著 し
ひ らなべ

くは な い。 た とえ ば,「 平 鍋 」 と 「平 た い皿 」 参 照。 「平 」 と 「領 巾」 のア クセ ン ト

も同 じ2.1の 高 高 式 で あ る。 しか し,私 が 知 っ て い るか ぎ りで は,中 世 朝 鮮 語 に も

現 代 朝鮮 語 に も 「平 」,「浅 い 」 ま た は 「領 巾」 を意 味す る*piro,*pire,*piraと い う

言葉 は存 在 しな い。 しか し,高 句 麗 の地名 に は 比列 「浅 い 」 が 出 て くる事 は確 か で

あ る。 なぜ だ ろ う。 この 理 由は,高 句 麗 の地名 の大 部 分 は 実 際 韓 系 の高 句 麗 語 で は

な く,日 琉 系 の基 礎 語 を反 映 して い る事 に あ る。 新 羅 の地名 は高句 麗 地 名 の よ うに

細 か く研 究 され て い ない が,新 羅 の領 土 に は少 な く とも6世 紀 の 終 わ りま で 日琉 系

の 言 語 が存 在 して い た(18)。だ か ら,新 羅 の地 名 の 中 に も,日 琉 系 の言 語 の要 素 が 存

在 して も不 思議 で は ない 。で は,高 句麗 と新 羅 の 地名 に現 れ る比 列(「 浅 い 」,「平 」?)

は部 分 的 に 日琉 系 の言 語*pira「 平 」 の借 用 語 で あ った と考 え る と ど うだ ろ う。 そ の

*piraに 韓 系 の派 生 名 詞接 尾語*一iと 属 格 接 尾 語*一ci(19)を 加 え て ,最 初*pira-i-c← に 成

って か ら,2番 目 と3番 目の音 節 の母 音 の省 略 で古 代 朝 鮮 語 の 比列*pirey-tに 変 化 し

て,そ の 比 列*piroy-tは 当然 音 節 末 子 音 の な い上 代 日本 語 に は/pire/「 領 巾」 と して

借 用 され た とい うわ け で あ る。

最 後 に言 及 して お き た い の は,山 上 臣憶 良 の万5.868に 出 る 「ひ 、れ 」の綴 り方

は古 代 朝鮮 語 と同 じ 「比 列 」で あ る。そ れ は 偶然 で あ るか も しれ な い が,「 比 列 」 の

綴 り方 は 万葉 集 中に5.868に しか 出 て こない 。 そ して,こ れ はた だ の 偶然 で は な

く,著 しい類 似 性 だ と思 う。
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つま り,「領 巾」は古代 日韓交流 の複雑性 を示 してい ると思 う。物体 としての 「領

巾」は上代 日本語に古代朝鮮語か ら借 用 され たが,そ の語源 はや は り古代朝鮮 半島

に存在 した 日琉系の言語 に基づいてい るのである。

注

(1)国 際 日本 文 化研 究セ ン ター の 平成20年3月15日 の 王 維 坤 先 生 の共 同研 究 会 の発 表 の時,

私 の色 々 な 間違 い に注 目させ て 下 さった 宇 野 隆 夫 先 生,王 維 坤 先 生,関 清 先 生,川 崎 保 先

生 に心 か ら感 謝 を 申 し上 げ る。 こ の先 生 方 の コ メ ン トに よって,論 文 を書 き直 した 。

(2)『 古 事 記 』 か らの 引用 は 『古事 記 大 成 』 版 に よ る。

(3)『 日本 書 紀 』 と 『日本 書 紀 歌謡 』 か らの 引用 は 『新 訂増 補 国史 大 系 』版 に よ る。

(4)『 先 代 旧事 本紀 』 か らの 引用 は大 野 七 三 の 『先 代 旧事本 紀 訓 註 』 に よ る。

(5)享睾潟1967,p.901。

(6)森 博 達1991,p.225の 音 仮名 の 「ム」 の リス トには 「茂 」 の 漢 字 は 出 てい ない 。

(7)享睾潟1967,p.276。

(8)高 句 麗 は,句 麗 に付 け られ た接 頭 語 「高 」 を含 め る形 で あ る。

(9)馬 渕2000,pp.421-430。

(10)Vovin2005,pp.75-760

(11)澤 潟1967,p.338。

(12)『 漢 語 大 詞典 』ll巻,p.1210。

(13)Stachowski2004

(14)『 万 葉集 』 か らの 引用 は 『日本 古 典 文 学 大 系』 に よ る。

(15)室 伏1979,P.78。

(16)『 三 国 史 記 』 か らの 引用 は宋 基 中2004に よ る。

(17)馬 渕2000,pp.421-430。

(18)Vovin20070

(19)古 代 朝 鮮 語 の 「叱」*一cト属格 接 尾 語 を 参 照 。

資料略称

(日本文献)

記

紀

紀歌謡

先代

万

古事記712年

日本書紀720年

日本書紀歌謡720年

先 代 旧事本紀7世 紀(?)

万葉集759年 以後
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(韓 国文献)
け テ バト フ　

史記 三 国史 記1147年
を ロ　 の ぜ アト

龍歌 龍飛御天歌1443年
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